
若者の地方体験交流 募集概要 

福井県あわら市（人口：27,963 人）    

テーマ【農泊の推進による持続可能な地域づくり】 
波松地区。人口約 620 名、世帯数が約 200 世帯の集落で、日本海に面し、果樹園、砂浜、海岸が広がる自然豊かな
地域。少子高齢化が問題となり、休校となった「波松小学校」を地域や関係団体が協力し利活用した交流拠点「なみまち
CAFÉ」を中心に、農村滞在型体験コンテンツを提供し、交流人口の拡大による地域活性化を目指している。 
(体験内容等) 
〇地域資源を活用した食事や農泊アクティビティ(農業体験・漁業体験・海釣り・陶芸体験・塩づくり、ビーチクラフト等)の
体験  ⇒フィードバック、新たなメニュー・アクティビティの掘起し・提案 
〇地域行事への参加・協力による地域交流 〇ホームページや SNS による情報発信 〇その他休校舎利活用策の提案    
（受入期間）  随時受入検討可能(期間応相談) 

（最寄りの交通機関・所要時間）市役所までの経路：JR 北陸本線 「芦原温泉駅」下車 徒歩 10 分 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  大学生・大学院生・社会人      ○ 応募締切  体験希望日の 14 日前まで 
○ 費用負担  参加費用無料※現地までの交通費・宿泊費・食事代は自己負担 
○ 宿泊施設  ・芦原青年の家(3 人以上のグループ)：1 泊 550 円(26 歳未満) 

・温泉旅館・民宿：費用は各施設による 
              ・対象地域でのホームステイ・空き家・休校舎宿泊：費用は要相談 
○ 食   事  ・芦原青年の家：朝・昼・夜食堂食利用可能(有料) 

・温泉旅館・民宿：各施設による 
・対象地域でのホームステイ・空き家宿泊：自炊・外食・ホームステイ先での食事提供(要相談) 

○ そ の 他  作業ができる服装を用意してください。その他必要な持ち物は別途ご連絡します。 
（担当者から一言） 
小学校は住民にとって身近な場所で、愛され親しまれてきた地域のシンボルであり、休校となっても地域での持続的な活
用が望まれます。皆さんの若く新しい視点で、休校舎の新しい活用策や地域課題解決のためのアイデアを提案してくださ
い！私たちと一緒に地域を元気にしましょう！ 

（お問合せ先）団体名・担当部署・担当者名 あわら市役所 総務部政策課 中内 奏太 
TEL 0776-73-8005    E-mail seisaku@city.awara.lg.jp  
なみまち CAFÉ：https://www.facebook.com/namimachicafe/  
なみまち STAY(農泊事業): https://www.facebook.com/naimatsustay/?modal=admin_todo_tour 

  

体験種目：地域づくり活動 
        農林漁業体験 

波松小学校 

なみまち CAFE ビーチクラフト 

波松海岸 農業体験 

波松の塩 


